
里山保全の背景
（秦野の特性）



秦野市の全景



秦野市の位置

秦野市

樹種別森林の状況



地下水と市民とのかかわり



水瓶としての秦野盆地―①



水瓶としての秦野盆地―②

秦野盆地模式図



水道事業の発達―①

曽屋区水道「浄水工場」



水道事業の発達―②

新旧水道管、左は旧水道の陶管、右は新水道の鉄管



地下水汚染対策―①

地中から回収した汚染物質（テトラクロロエチレン）

回収量１７，８００㎏（ドラム缶５９本分）



地下水汚染対策―②

簡易浄化システム



地下水汚染対策―③

地下水人工透析装置



地下水汚染対策―④

「秦野盆地湧水群」名水復活宣言 記念式



丹沢の保全



丹沢大山総合調査（県）―①



丹沢大山総合調査（県）―②



水源の森林づくり（県）―１



水源の森林づくり（県）―２

森林の間伐



市民による里山保全―①



市民による里山保全―②

保全活用研修の実施

里山ふれあいの森づくり事業



市民による里山保全―③



市民による里山保全―④



葉たばこ耕作と秦野の里山



日本三大葉たばこ産地

秦野たばこ祭



里山の活用と自然環境―①



里山の活用と自然環境―②



２農業者の抱える課題



①鳥獣被害対策

畑で収穫前の野菜を食べる

水田を歩き穂を食べたり、稲を倒す

鹿柵の設置

鹿柵周辺の整備



②ヤマビル対策

ヤマビル調査



③農地の荒廃化と後継者の育成―１

荒廃農地解消前

荒廃農地解消後



30～39歳
2%

40～49歳
12%

50～64歳
32%

65歳以上

53%

29歳以下
1%

③農地の荒廃化と後継者の育成―２

秦野市の基幹的農業従事者（年代別）



３ 環境省里地里山保全再生
モデル事業の取り組み



① 里地里山づくりの基本的考え方

①希少動物の保護
②地下水の保全
③農作物の鳥獣被害の減少
④荒廃化した農地や山林の再生

・たばこ栽培で培った農村文化
・管理の行き届いた里山
・周辺農地の原風景を再現

農業者の意欲
市民やボランティアの熱意と力

基本コンセプト
秦野市の多様な施策に有効に機能
市民が主体となったまちづくりを推進

行政支援



② 農村住民との合意形成―１

・平成１１年以降、秦野市では１９の団体が里

地保全再生に向けた活動を展開

・団体は、活動を通じて地元農民、地権者との

かかわりを形成してきたが、活動手法の相違に

より、地元住民の受け入れ意識が異なる



② 農村住民との合意形成―２

・参加者の意識向上に向けた将来への期待感

・継続性に疑問

・団体の目的（スポーツの振興・連帯感
の育成）を達成するための手段として活
動

③

・地元住民との連携のもとで学校の環境学習
の場として息の長い活動

・組織の充実や活動の拡大が困難

・地元農業者を代表を代表とした組織

・指導を受けながら自然環境復元活動
として地道な取り組み

②

・専門的かつ多彩な活動の展開により事業の
推進が図れる

・地元住民に危機感・よそ者感覚を与える

・団体の組織充実と活性化

・社会活動としての積極的な取り組み

①

地元農業者の立場から見ると団体の活動内容



② 農村住民との合意形成―３

秦和会2荒廃農地解消市民の会1

「生き物の里」渋沢2「生き物の里」柳川1

「生き物の里」

ゆう農倶楽部4（株）リコー3

里地保全ボランティア

秦野ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ13

北小学校12四十八瀬川自然村11

ＮＰＯ 丹沢ドン会10名古木里山を守る会9

宿矢名諏訪会8まほろば里山林を育む会7

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ部ﾄﾞﾘﾝｶｰｽﾞ6秦野雑木林を守る会5

里山会4ＮＰＯ アイウエオサークル3

秦野スカウト会2秦野みどりの少年団1

里山保全ボランティア



② 農村住民との合意形成―４

それぞれのボランティア団体の活動状況と農村住民の反応を

見定めて 課題 を整理

社会が求める活動であっても、その地域に潜在する社会的慣習、
地域文化、生活を無視してはならない

「地元住民との合意形成・融和」が
最優先



③ 市施策としての確立―１

モデル事業成否の鍵は、里地里山保全再生事業を市
民活動・社会活動として定着させること

次の３つの視点からの推進組織を整備し、
市の施策としての確立を目指した



③ 市施策としての確立―２

第１ 農業者、山林管理者自らが荒廃化した里山、畑

地、田んぼを復元する必要性への理解

ボランティア団体、農業（JA組

合長）、林業（森林組合長）関

係団体、地域のまちづくり委員

会（４地域）代表が参加

懇談会

・市内を４地域に分割

・それぞれの農業者、森林管

理者、まちづくり委員会、ボラ

ンティア団体の代表で構成す

る地域単位組織

意見交換会

懇談会メンバー

上地区意見交換会メンバー

農林業団体
生産組合長代表、上秦野共有林組合、森林組合理事、
農業委員、農協理事

その他の団体
上地区みんなで住みよいまちづくり運動推進委員会、
農協上支所長

里山保全団体
四十八瀬川自然村
柳川生き物の里

農業協同組合、森林組合、農業委員会
農林業関
係者

東地区安心して住めるまちづくり運動実施委員会、北地区みんなで住
みよいふるさとづくり運動推進委員会、西地区住みよいふるさとづくり運
動推進委員会、上地区みんなで住みよいまちづくり運動推進委員会

まちづくり
委員会

まほろば里山林を育む会、ＮＰＯ法人 アイウエオサークル、ＮＰＯ法人
自然塾丹沢ドン会、荒廃農地解消ボランティアの会、渋沢ふれあいの
里管理運営協議会、秦野野鳥の会、西湘地域連合

ボランティ
ア団体

農業協同組合、森林組合、農業委員会
農林業関
係者

東地区安心して住めるまちづくり運動実施委員会、北地区みんなで住
みよいふるさとづくり運動推進委員会、西地区住みよいふるさとづくり運
動推進委員会、上地区みんなで住みよいまちづくり運動推進委員会

まちづくり
委員会

まほろば里山林を育む会、ＮＰＯ法人 アイウエオサークル、ＮＰＯ法人
自然塾丹沢ドン会、荒廃農地解消ボランティアの会、渋沢ふれあいの
里管理運営協議会、秦野野鳥の会、西湘地域連合

ボランティ
ア団体



③ 市施策としての確立―３
第２ ボランティア活動団体に対する支援

常時活発な活動を展開するボランティア１１団体

ボランティア団体

秦野みどりの少年団・ＮＰＯ法人 アイウエオサークル・かながわ山里会・秦野雑木林を守る会・

ソフトボール部ドリンカーズ・まほろば里山林を育む会・宿矢名諏訪会・名古木里山を守る会・Ｎ

ＰＯ法人 自然塾丹沢ドン会・四十八瀬川自然村・秦野スカウト会

里山ボランティア連絡会を組織

農業者や市に対する意見発表・提案の場

・地元との融和策を探る

・団体相互の意見交換を行いボランティア活動の活性化



③ 市施策としての確立―４
第３ 他分野の施策との整合

関係１１課で組織する庁内検討部会を組織し、中間報告、意見

交換に努めている

教育、開発、水道事業などの施策との整合を図ることが必要

庁内検討部会

森林づくり課・環境保全課・環境衛生課・農産課・まちづくり推

進課・公園みどり課、農業委員会・水道業務課・企画課・教育

研究所・青少年課



④ 試行事業を通じての市民理解

地域戦略（実施計画）素案の決定

平成１７年８月２日に３回目のモデル事業懇談会
（全体会議）を開催
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⑥ 上地区柳川生き物の里保全再生活動
⑦ ボランティア養成研修
⑧ 上地区竹林の整備活動
⑨ 枝打ち間伐里山保全再生活動
⑩ 落ち葉かきで山の保全活動

平成１７年度後半の試行事業

① 上地区柳川生き物の里管理手法検討会
② ヤマビル生息調査
③ ヤマビル撲滅試験圃の設置
④ 秦野の竹で熊手を作る活動
⑤ 上地区鹿対策で斜面の刈払い活動

実施済み事業

今後実施する事業



はだの里地里山ボランティア募集



秦野市

上地区



上地区の特性

全地域の９割以上が市街化調整区域

・宅地化が制限

・新住民の移住が極端に少なく、人口の減少

・高齢化の進行

・観光施設や公園等の都市施設がない

・交通の便が悪い

経済的に自立できる環境にない



鳥獣被害を解消

・ボランティアの力を借りて農業者自らが荒廃した里地里
山を復元する必要がある

・経済的な自立を図るため、ボランティアと共同で里地里
山の復元により、都市住民を引きつける魅力を作り出す

「上地区里地里山保全再生モデル事業運営協議会」発足

有害鳥獣対策部会 竹林保全対策部会 生き物の里管理運営部会試行事業や推進組織を市民や他地区の農業者にＰＲし、農業者の
意識啓発に努める



４ まとめ



① 環境施策と市民負担

市民 行政

役割分担協働によるまちづくり

厳しい財政状況

市民が求める総合的な施策



② 社会的合意形成と事業の継続性―１

地元住民 ボランティア

行政

上地区

秦野市全域

地元住民との合意形成・融和



② 社会的合意形成と事業の継続性―２

地域戦略（実施計画）

フィールド登録 ボランティア登録

研修 情報発信

秦野市全域

秦野里地里山モデル事業推進
連絡協議会（仮称）

国
・
県
の
支
援



② 社会的合意形成と事業の継続性―２


